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９月２８日（土）、絆づくり推進会議（波田地区地域

ケア会議）は、まちづくり協議会〔総務部会〕の共催の

もと、恒例の地域づくり講演会を開催し、町会役員の皆

さんを始め総勢６７名の方に参加いただきました。 

今年も「認知症とともに暮らす」をテーマに、波田地

区における地域包括ケアシステムの目標『「元気」で活

動する高齢者づくりと高齢者に感謝する人づくり』に向

け、認知症を正しく理解し、地域全体で備える大切さを学び

ました。 

講師は、上田市在住の（福）ジェイエー長野会ローマンう

えだ前施設長の「櫻井記子」さんと、日本認知症本人大使・希望大使の「春原治子」さんのお二人。春原さ

んは 6 年前に認知症と診断されながらもそれを周囲に公表し、仲間の理解と協力を得ながら、自身が主

催する「オレンジサロン hinata bocco(ひなたぼっこ)」で認知症の方やその家族の支援を行う活動を継

続されており、厚生労働省が任命した全国で７名の大使のお一人として、認知症への社会の理解を深め

る普及啓発活動を全国各地で行っておられます。 

講演テーマは「認知症になっても大丈夫な地域に」とし、「始めましょう認知症への備え」、「一足先に認

知症になった私が体験していること・伝えたいこと」と題し、お二人にそれぞれご講演いただきました。認

知症は、軽度認知障害も含め６５歳以上の４人に１人の割合になるといわれています。認知症と診断され

たからといって閉じこもらず、地域とのつながりを持ち続け、自分らしく自信を持って生きていくことでそ

の進行を遅らせることができます。家族や周りの方も認知症への先入観や固定観念を無くし、きちんと理

解したうえで、認知症になってもより良く暮らせる仲間づくりや地域づくりを進めていくことが最も大切だ

と語っておられました。今後も波田地区では、認知症を正しく理解していただく活動を推進していきます。 
 

 
 
 

 まちづくり協議会〔地域連携部会〕では、波田小学

校のクラブ活動を支援するため、公民館サークル会員

の皆さんを講師として小学校に派遣する活動を今年度

から行っています。 

指導しているクラブは、「写真」、「囲碁」、「将棋」、

「茶道」、「マジック」、「折り紙アート」、「ビーズ手芸」

の７つで、各分野のサークルに所属する地区住民２７

名の皆さんが、５月から１０月まで計６回のクラブ活

動講師を務められました。この活動は、教員が教えら

れない専門分野について地域住民の力を貸してほしい

という小学校からの要望を受け、各サークルの皆さんが快く引き受けてくださったものです。この

活動を通じ児童と地域住民との世代を超えた交流が深まるほか、それぞれの分野を児童が初めて体

験することで、興味や視野が広がっていってくれることを大いに期待するものです。今後もまちづ

くり協議会では、「地域の子どもを地域で育てていく」理念に基づき学校を支援していきます。 
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